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山口市議会議長　山口市議会議長　
坂井芳浩坂井芳浩

山口市長　渡辺純忠山口市長　渡辺純忠

　令和３年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新年のお喜びを申し上げます。　令和３年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新年のお喜びを申し上げます。
　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、御理解　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、御理解
と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。
　コロナ禍において、とりわけ医療従事者をはじめ教育・保育や介護・福祉領域等で　コロナ禍において、とりわけ医療従事者をはじめ教育・保育や介護・福祉領域等で
対人援助に従事されている皆様には、日々 の御努力に対し心より敬意と謝意を表します。対人援助に従事されている皆様には、日々 の御努力に対し心より敬意と謝意を表します。
市議会といたしましても、引き続き感染症と向き合いながら、地域経済の再生や安全安市議会といたしましても、引き続き感染症と向き合いながら、地域経済の再生や安全安
心な市民生活の実現に向けて全力を尽くしてまいります。心な市民生活の実現に向けて全力を尽くしてまいります。
　そのような中、市民の皆様の多様な御意見を伺い、民意を素早く行政に反映させる　そのような中、市民の皆様の多様な御意見を伺い、民意を素早く行政に反映させる
議会の役目は重要性を増しており、どのような状況下であっても議会機能を維持していく議会の役目は重要性を増しており、どのような状況下であっても議会機能を維持していく
ことは議員に課せられた大きく重い責務でございます。ことは議員に課せられた大きく重い責務でございます。
　現在、市議会では４５項目の議会改革に取り組んでおり、その一環として感染症の拡　現在、市議会では４５項目の議会改革に取り組んでおり、その一環として感染症の拡
大や大規模災害の発生等に備え、非常時の対応方針の策定を全議員挙げて進めてお大や大規模災害の発生等に備え、非常時の対応方針の策定を全議員挙げて進めてお
ります。議会人として、いかなる時も二元代表制の一翼を担うという気概を胸に市民のります。議会人として、いかなる時も二元代表制の一翼を担うという気概を胸に市民の
皆様の負託と信頼に応えることができますよう精進してまいります。皆様の負託と信頼に応えることができますよう精進してまいります。
　さて、今年はＪＲ新山口駅北口西側の山口市産業交流拠点施設のオープンや「山口　さて、今年はＪＲ新山口駅北口西側の山口市産業交流拠点施設のオープンや「山口
ゆめ回廊博覧会」の開催などが控えております。次世代がときめく県都として、人や資ゆめ回廊博覧会」の開催などが控えております。次世代がときめく県都として、人や資
源が循環する対流型の持続可能なまちづくりに向けて、市議会一丸となって取り組んで源が循環する対流型の持続可能なまちづくりに向けて、市議会一丸となって取り組んで
まいりますので、御理解と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。まいりますので、御理解と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　皆様にとりまして、清新で希望に満ちた年になりますことを心から祈念申し上げまして、　皆様にとりまして、清新で希望に満ちた年になりますことを心から祈念申し上げまして、
新年の御挨拶といたします。新年の御挨拶といたします。

　清 し々い新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げます。清 し々い新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と、市民の皆様の暮らしを守るための　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と、市民の皆様の暮らしを守るための
経済対策に、市民の皆様と一体となって取り組みますとともに、本市の将来を展望した経済対策に、市民の皆様と一体となって取り組みますとともに、本市の将来を展望した
プロジェクトについても着実に進めることができた１年でございました。プロジェクトについても着実に進めることができた１年でございました。
　こうした中で本年は、市民の皆様の安心と豊かさの実現に向け、コロナに打ち克つ「新　こうした中で本年は、市民の皆様の安心と豊かさの実現に向け、コロナに打ち克つ「新
たな日常の構築に向けた挑戦」を進め、新しい時代の幕開けを皆様に感じ取っていただたな日常の構築に向けた挑戦」を進め、新しい時代の幕開けを皆様に感じ取っていただ
けるまちづくりに取り組んでまいります。けるまちづくりに取り組んでまいります。
　そのため、まずはコロナ禍における「感染拡大の防止に向けた徹底した取組」、「新し　そのため、まずはコロナ禍における「感染拡大の防止に向けた徹底した取組」、「新し
い生活様式を社会全体に定着させていくための取組」、「市内経済の活性化に向けた消い生活様式を社会全体に定着させていくための取組」、「市内経済の活性化に向けた消
費喚起の取組」を全力で進めてまいります。費喚起の取組」を全力で進めてまいります。
　また、本年は、４月に山口市産業交流拠点施設がオープンし、７月からは「山口ゆめ　また、本年は、４月に山口市産業交流拠点施設がオープンし、７月からは「山口ゆめ
回廊博覧会」が開催されますことから、これらを原動力とした「好影響・好循環のまち回廊博覧会」が開催されますことから、これらを原動力とした「好影響・好循環のまち
づくり」の実現に向け、本市の都市政策の柱である「広域県央中核都市づくり」と「個づくり」の実現に向け、本市の都市政策の柱である「広域県央中核都市づくり」と「個
性と安心の２１地域づくり」を始めとした戦略プロジェクトを積極果敢に展開し、本市全体性と安心の２１地域づくり」を始めとした戦略プロジェクトを積極果敢に展開し、本市全体
の発展を目指してまいります。の発展を目指してまいります。
　さらに、ＡＩや５Ｇなどを活用した便利で豊かな未来社会「Society5.0」の実現に向け、　さらに、ＡＩや５Ｇなどを活用した便利で豊かな未来社会「Society5.0」の実現に向け、
市民サービスの向上につながるスマート自治体の取組と、地域課題の解決や新たな価市民サービスの向上につながるスマート自治体の取組と、地域課題の解決や新たな価
値創造につながるスマートシティの構築に向けた取組を加速化してまいります。値創造につながるスマートシティの構築に向けた取組を加速化してまいります。
　本年が皆様方にとって、健やかで実り多い一年となりますことを心から祈念いたしまして、　本年が皆様方にとって、健やかで実り多い一年となりますことを心から祈念いたしまして、
新年の御挨拶といたします。新年の御挨拶といたします。

亀
かめおやま
尾山（大

おおみやま
海山）より大

おおみわん
海湾を望む
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２
８
６
３

　

本
市
に
お
い
て
初
め
て
の
事
業
と
な

る
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
職
業
理
解
・

企
業
体
験
フ
ェ
ア
「
や
ま
ぐ
ち
未
来
の
し

ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
11
月
26
日
（
木
）

と
27
日
（
金
）
の
2
日
間
、
維
新
百
年
記

念
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域
の
山
口
ゆ
め
回

廊
博
覧
会
プ
レ
事
業
と
し
て
、
圏
域
内
の

中
高
生
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
、
圏
域

内
の
企
業
等
の
出
展
す
る
ブ
ー
ス
で
生
徒

が
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒

の
職
業
観
の
醸
成
、
地
元
就
職
へ
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
市
長
は
参
加
企
業
等
に

向
け
「
本
フ
ェ
ス
タ
は
、
生
徒
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
、
企
業
の
皆
様
の
未
来
の
働
き

手
の
確
保
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
、
近
い
将
来
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
働
く
姿
を
楽
し
く
想
像
し
て
い

た
だ
き
な
が

ら
、
職
場
の
魅

力
を
は
じ
め
、

仕
事
の
内
容

や
や
り
が
い
、

さ
ら
に
は
地

元
で
働
く
こ

と
の
す
ば
ら

し
さ
な
ど
を

生
徒
の
皆
さ

団
体
な
ど
に

よ
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

や
ク
リ
ス
マ

ス
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
「
灯

り
」や「
音
楽
」

「
食
」
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
初
日
の
12
月
1
日
（
火
）
に
は
、
亀
山

公
園
（
県
立
美
術
館
横
）
で
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
市
長
と

な
っ
た
渡
辺
市
長
た
ち
が
点
灯
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
旧
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
を
模
し

た
高
さ
約
8
メ
ー
ト
ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
に
光
が
灯
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

を
拠
点
に
活
動
す
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

グ
ル
ー
プ
「
シ
ュ
ル
ン
マ
ー
リ
ー
ト
」
が

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
な
ど
3
曲
を
披
露
し

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

点
灯
式
で
渡
辺
市
長
は
「
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
た
う
え
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
市
山
口
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
た
だ
き
、
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
ら
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

主
催
す
る
商
工
会
議
所
青
年
部
の
重
政

会
長
は
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
ク
リ
ス
マ

ス
市
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

 

観
光
交
流
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
８
１
０

し
ま
す
。
計
画
地
は
山
陽
自
動
車
道
の
山

口
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
国
道
2
号
に

近
く
、
交
通
の
利
便
性
が
高
い
場
所
に
あ

り
ま
す
。
完
成
は
令
和
4
年
10
月
末
を
予

定
し
、
約
３
０
０
人
の
雇
用
創
出
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
渡
辺
市
長
は

「
県
内
外
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス

に
優
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多

く
の
企
業
の
進

出
が
見
込
ま
れ

る
。
令
和
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し

い
企
業
や
事
業

所
が
集
積
す
る
団
地
に
し
て
い
く
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
工
業
団
地
と
し
て
は
5
カ
所
目
、

鋳
銭
司
地
域
と
し
て
は
2
カ
所
目
と
な
り

ま
す
。

　

 

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
８
１
３

　
全
国
大
会
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
本
市

の
小
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
鴻
南
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
山

口
中
学
校
弦
楽
合
奏
部
の
代
表
生
徒
が
11

月
25
日
（
水
）、
市
役
所
を
訪
問
し
、
渡

辺
市
長
ら
に
快
挙
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
校
は
11
月

1
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
た

日
本
学
校
合

奏
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会

の
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
、
録

音
音
源
の
審

査
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
郡
中
は
11
月
８
日
（
日
）
に
千
葉
市
の

千
葉
県
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
同
大
会
の

ソ
ロ
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
も

出
場
さ
れ
、
20
校
の
中
か
ら
金
賞
と
最
高

賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
11
月
15
日
（
日
）
の
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
も
参
加

さ
れ
、
事
前
に
撮
影
し
た
動
画
の
審
査
で

最
優
秀
賞
と
な
り
、
36
校
の
中
で
最
優
秀

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　
小
郡
中
の
砂
川
世
菜
部
長
は
「
休
校
な

ど
で
合
奏
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
な

い
中
で
も
、
自
宅
に
楽
器
を
持
ち
帰
っ
て

練
習
に
励
ん
だ
。
部
員
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
結
果
に
結
び
つ
い
た
」
と
笑
顔
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
渡
辺
市
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
心
が
沈
ん
で
い
た
が
、
元
気
を
与
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
い
限
り
。

来
年
も
金
賞
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

 

学
校
教
育
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
森
脇
誠
司

社
長
と
渡
辺
市
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま

し
た
。
森
脇
社
長
は
「
輸
送
網
を
山
口
県

全
域
に
広
げ
る
た
め
、
県
の
中
心
で
あ
る

山
口
市
小
郡
に
拠
点
を
設
け
た
。
運
送
会

社
の
枠
を
取
り
払
い
、
営
業
や
販
路
拡
大

に
携
わ
り
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
感
染
が
全
国
的
に
拡
大
傾
向
に

あ
る
の
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
マ
ス
ク

６
千
枚
と
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー

１
０
０
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
小
郡
都
市
核
を
山
口
県
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
へ
と
発
展
さ

せ
る
た
め
、
小
郡
都
市
核
に
お
い
て
オ

フ
ィ
ス
等
を
設
置
す
る
企
業
に
対
す
る
支

援
制
度
「
小
郡
都
市
核
オ
フ
ィ
ス
等
立
地

促
進
補
助
金
」
を
平
成
30
年
度
に
創
設
し

て
お
り
、
今
回
は
、
補
助
金
交
付
の
第
６

号
と
な
り
ま
す
。

　

 

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
８
１
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11
月
25
日
（
水
）、
鋳
銭
司
地
域
で
整
備

を
進
め
る
新
た
な
工
業
団
地
「
鋳
銭
司
第

二
団
地
」
の
起
工
式
を
行
い
、
関
係
者
約

20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
有
地
約
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
成
し
、

計
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
用
地
（
4
区

画
）
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
要

望
に
応
じ
て
さ
ら
に
分
割
で
き
る
よ
う
に

を
起
点
と
し
て
未
来
技
術
を
活
用
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　
「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ 

維
新
ホ
ー
ル
」
の
愛
称
は

令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で
の
5
年
4
カ
月

間
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

 

新
山
口
駅
拠
点
施
設
整
備
推
進
室

　
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
６
７
６

　
11
月
24
日
（
火
）、
本
市
は
、
運
送
業
な

ど
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
エ
ス
．
ア
ー
ル
．

シ
ー
（
本
社 

広
島
県
広
島
市
）
と
、オ
フ
ィ

ス
設
置
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
12
月
1
日
に
開
設
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス

は
、
床
面
積
約
２
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

平
屋
建
て
で
、
食
品
の
配
送
や
電
話
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
業

務
の
た
め
の
営

業
拠
点
と
な
り

ま
す
。
従
業
員

は
８
人
で
、
う

ち
７
人
は
本
市

を
中
心
に
地
元

で
新
規
雇
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
口
総
合
支

　
本
市
が
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
北
口
に
建
設
中

の
「
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設
」
の
メ

イ
ン
施
設
で
あ
る
ホ
ー
ル
棟
の
愛
称
が

「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ 

維

新
ホ
ー
ル
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）
契
約

を
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株

式
会
社
（
本
社

東
京
都
千
代
田

区
）
と
結
ん
だ

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
11
月
18
日
（
水
）、

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
山
口
市
と
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
と
の
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た
連
携
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
」

並
び
に「
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
付
与
式
及
び
命
名
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
締
結
に
あ
た
っ
て
岩
木
陽
一
経
営
戦
略

本
部
長
は
「
５
Ｇ
を
活
用
し
て
Ｖ
Ｒ
（
仮

想
現
実
）
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
な
ど
、

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
い
」
と
述
べ
、
渡
辺
市
長
は
「
施
設

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問
鋳
銭
司
第
二
団
地
整
備
工
事
起

工
式
を
開
催

問

問

山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設
の

愛
称
が
「
K
Ｄ
Ｄ
Ｉ 

維
新
ホ
ー

ル
」
に
決
定

「
や
ま
ぐ
ち
未
来
の
し
ご
と

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

協定書を交わす市長と岩木経営戦略本部長

（
株
）
エ
ス
．
ア
ー
ル
．
シ
ー

と
オ
フ
ィ
ス
設
置
に
関
す
る
協

定
調
印
式
を
実
施

問

ん
に
し
っ
か
り
と
お
伝
え
い
た
だ
き
、
す

べ
て
の
皆
様
に
と
っ
て
記
憶
に
残
る
イ
ベ

ン
ト
を
共
に
作
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
に
は
「
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の

開
催
に
向
け
、
出
展
さ
れ
る
企
業
や
団
体

の
皆
様
が
、
誇
り
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
仕
事
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
一
生
懸
命
に
考
え
、
出
展
し

て
お
ら
れ
る
。
未
来
の
自
分
を
想
像
し
な

が
ら
色
々
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
将
来
こ
こ
山
口

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
に
は
２
日
間
で
、
山
口
・
防

府
市
内
の
19
中
学
校
と
山
口
市
内
2
高
校

の
1
、
2
年
生
お
よ
び
一
般
来
場
者
あ
わ

せ
て
約
２
７
０
０
人
が
参
加
し
、
圏
域
内

の
企
業
32
社
お
よ
び
業
界
10
団
体
の
出
展

す
る
ブ
ー
ス
で
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
未
来
の
仕
事
を
想
像
し
、
職
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

 

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
１
９

　

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
発
祥
の
地
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
本
市
で
は
、
毎
年
12
月

1
日
か
ら
31
日
ま
で
「
12
月
、
山
口
市

は
ク
リ
ス
マ
ス
市
に
な
る
。」
を
合
言

葉
に
、
約
１
カ
月
に
わ
た
り
、
市
内
の

「
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
山
口

か
ら
」
点
灯
式
を
開
催

問

問

協定書を交わす市長と森脇社長

協定書を交わす副市長と石川社長

記念撮影をする市長・教育長と3校の関係者

ラジオ放送の仕事について説明を受ける生徒

イルミネーションの点灯ボタンを押す式典参加者 工事の安全を祈願する神事で鍬入れをする市長

合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
全
国
大

会
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
３
校

が
市
長
に
報
告
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▼ 

山
口
（
〒
７
５
３

８
６
５
０ 

亀
山
町
２

１
）
☎
０
８
３

９
２
２

４
１
１
１　
　
　
　
▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４

１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６

６
５

４
１
１
１

▼ 
小
郡
（
〒
７
５
４

８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９

１
）
☎
０
８
３

９
７
３

２
４
１
１　
▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７

０
２
９
２ 

徳
地
堀
１
７
４
４
）
☎
０
８
３
５

５
２

１
１
１
１　

▼ 
秋
穂
（
〒
７
５
４

１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３

９
８
４

２
１
２
１　
　
　
▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９

１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７

２
）
☎
０
８
３

９
５
６

０
１
１
１

総合支所
お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

介護保険利用者の医療費控除介護保険利用者の医療費控除

　介護保険課 ☎ 083-934-2795、小郡保健福祉センター内
介護保険課、各総合支所総合サービス課（秋穂、阿知須、
徳地、阿東）

※医療費控除については、山口税務署 ☎ 083-922-1340（音
声ガイダンスに従い、番号を選択してください。）または、
市民税課 ☎ 083-934-2735

所得税の確定申告または市・県民税申告で、医療費控除の
対象となる場合があります。
介護サービス費の医療費控除
介護保険サービス利用の自己負担額が、医療費控除の対象と
なる場合があります。支払額から高額介護サービス費等の
保険で補填される金額を差し引いた金額が対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

申告用に作成された医療費控除の明細書（介護サービス
利用料領収書等に記載された医療費控除対象額を集計し
たもの）

おむつ代の医療費控除
介護保険の要介護認定を受けている方が、おむつを必要と判
断された場合には、おむつ代が医療費控除の対象となります。
●控除を受けるためにご準備いただくもの
・申告用に作成された医療費控除の明細書（おむつ代の金

額を集計したもの）
・医師が発行する証明書（おむつ使用証明書）
※２年目以降で要件に該当する方は、市で証明書を発行す

ることができます。詳細は、お問い合わせください。

国民年金の保険料は、2 年分、１年分、または半年分を、まと
めて４月（半年分の場合、10 月～３月分は 10 月）に前納する
ことができます。前納すると、保険料が割り引きされる上、毎
月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め忘れの心配もあ
りません。また、口座振替で前納されるとさらにお得です。
口座振替での前納、クレジットカード納付を希望する方は、2
月末までにお申し込みください。なお、現金（納付書）で 2 年
前納を希望される方は、申し出が必要です。
【口座振替納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、金融機関への届出印、口座番号が分かるもの
■前納の引落日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）
【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、認印、クレジットカード（カード名義人の署

名が必要）
■前納立替納付日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

※令和 3 年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

【令和2年度に前納した場合の割引額（参考）】

ご存じですか？
国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、各総合支所総合サービス課

納付方法 割引額
半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,130 円 4,160 円 15,840 円
クレジット納付 　810 円 3,520 円 14,590 円

現金納付 　810 円 3,520 円 14,590 円

山口年金事務所☎ 083-922-5660（音声ガイダンス②→②）

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　
確
定
申
告
に
あ
わ
せ
、
総
合
支
所
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
会
場
ご
と
に
相
談
日
や

受
付
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や

必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合
併

号
と
同
時
配
布
の
「
わ
た
し
た
ち
の
市
税
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問 

市
民
税
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
軽

減
の
た
め
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、

送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は

申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に

は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は

申
告
会
場
に
て
当
日
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら

で
も
事
前
発
行
手
続
き
が
で
き
ま
す
（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
シ
ス
テ
ム
は
、

１
月
中
旬
公
開
予
定
）。
な
お
、
入
場
整

理
券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来

場
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公

的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
一
部

の
方
に
対
し
て
は
、
個
別
に
申
告
会
場
へ

の
早
期
来
場
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

案
内
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
指
定
の
期

間
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
▼
日
時 

２
月
16

日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
月
）
平
日
９
時
～

17
時
（
２
月
21
日
と
28
日
に
限
り
、
休
日

の
申
告
相
談
あ
り
）
▼
場
所 

中
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
Ｎ
ａ
ｃ
（
中
市
町
３


13
）
問 

山
口
税
務
署
☎
０
８
３

９
２
２


１
３
４
０ 

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
分
保
険
料
納
付
額

証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
を
１
月
22
日
（
金
）
に
発
送
し
ま

す
。
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
※
地
域
に
よ
っ
て
は
配
達

に
１
週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
「
国
民
健
康
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
は
、
昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
９
月
２
日
以
降
に
加
入
届
を
提
出

さ
れ
た
世
帯
に
は
、
証
明
書
を
郵
送
し
て

い
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
問 

収
納
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
３
９

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

▼
支
給
対
象 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
の
妻
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給 

①
令
和
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方 

②
戦
没
者
等
の
子 

③
戦
没
者
等
の

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
※
戦
没

者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て

い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま

す
。
④
上
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）
※
戦
没

者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。
▼
支
給
内
容 

額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債 

申 

令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
地
域
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
総
合

サ
ー
ビ
ス
課
、各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
次

は
除
く
。
大
殿
、
白
石
、
湯
田
、
小
郡
、

秋
穂
、
阿
知
須
、
徳
地
、
阿
東
）
お
よ
び

分
館 

問 

地
域
福
祉
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
９
０

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の

治
療
費
助
成

　
出
産
を
望
ま
れ
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
流
産
や
死
産
、
新
生
児
死

等
を
繰
り
返
す
不
育
症
の
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
▼
対
象
期
間 

令
和

２
年
４
月
～
令
和
３
年
３
月
末
の
間
に
受

け
た
治
療 

▼
対
象 

市
内
に
住
所
を
有
す

る
法
律
上
の
夫
婦
で
前
年
の
所
得
額
の
合

計
が
７
３
０
万
円
未
満
の
方

※
対
象
者
・
助
成
額
は
令
和
２
年
12
月
現

在
の
も
の
。
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参

照
。
申
請
書
の
様
式
は
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入

手
可
。
問 

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３


９
２
１

７
０
８
５
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　
平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月
17
日
を

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15

日
か
ら
21
日
ま
で
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
期

間
中
、
防
災
に
関
連
し
た
展
示
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動

に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
の
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。【
防
災
展
示
】
▼
期
間 

１
月
15
日
（
金
）
～
21
日
（
木
）
▼
場
所 

山
口
総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

防
災
グ
ッ
ズ
等
の
展
示 

問 

防
災
危
機
管

理
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の

試
験
を
行
い
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
17
日

（
水
）
11
時
ご
ろ 

▼
伝
達
方
法 

①
防
災
行

政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒
吹

鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音
声
放
送
」

②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山
口
・
小
郡
地

域
の
み
）
…
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」
③

市
防
災
メ
ー
ル
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の

テ
ロ
ッ
プ
掲
載 

問 

防
災
危
機
管
理
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

【
祝
賀
式
典
】
▼
日
時 

２
月
11
日
（
木・祝
）

11
時 

▼
場
所 

市
民
会
館 

問 

山
口
市
建
国

記
念
の
日
奉
祝
会 

原
田
さ
ん
☎
０
８
３


９
２
７

０
６
６
３ 

※
「
日
の
丸
行
進
」

は
行
い
ま
せ
ん
。

山
口
市
人
権
施
策
推
進
審
議
会

委
員
の
募
集

　
人
権
教
育
・
啓
発
な
ど
、
人
権
施
策
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
う
た
め
「
山
口
市
人
権
施
策
推

進
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼

任
期 

令
和
３
年
３
月
か
ら
２
年
間（
予
定
）

▼
対
象 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
）
で
、
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る

年
数
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
２

人
程
度
（
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

暮
ら
し

募
集

対象となる治療 助成額
一般不妊治療（医療保険の

適用となる不妊治療） 1 年度当たり
３万円以内人工授精

（医療保険適用外）

体外受精、顕微授精、
男性不妊

（医療保険適用外）

１回の治療につき 15 万円
以内（初回の治療に限り
30 万 円 以 内。 体 外 受 精、
顕微授精は治療内容により
上限が７万５千円の場合が
あります。）

不育症の治療および検査
（医療保険適用の有無を

問わない）
１年度当たり
20 万円以内

問問申申

問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

問問

申申
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障がいを知り
　 共に生きる

問問

員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
く
）
申
問 

２
月

15
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
、
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
、

〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、「
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
以
内
）
を
添
付
の
上
、
人
権

推
進
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
６
７

フ
０
８
３

９
３
４

２
８
６
７
メ

jinken@
city.yam

aguchi.lg.jp

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
日
時 

1
月
27
日

（
水
）
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象 

市
民
先
着
20

人
（
要
予
約
）
申
問 

1
月
21
日
（
木
）
～

26
日
（
火
）
に
、
電
話
で
、
市
民
相
談
室

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
８
６

消
防
団
員
募
集

　

消
防
団
は
自
ら
の
地
域
を
守
る
た
め
、

主
に
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
活
動
し
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
女
性
、

学
生
も
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
▼
消
防
団
員
の
身
分 

非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員 

▼
入
団
資
格 

市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
（
在
学
）
で
18
歳
以
上
の

方 

▼
主
な
待
遇 

年
報
酬
・
出
動
手
当
等

の
支
給
、
活
動
服
な
ど
の
貸
与
、
公
務
災

害
補
償
制
度 

申
問 

消
防
本
部
警
防
課
☎

０
８
３

９
３
２

２
２
０
２

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
任
期 

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４

年
３
月
31
日 

▼
対
象 

森
林
・
林
業
お
よ

び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方

（
国
会
お
よ
び
地
方
議
員
、
地
方
公
共
団

体
の
長
お
よ
び
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
連
続
し

て
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た
方
を
除
く
）
申
問 

２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

業
、
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募
理

由
を
明
記
の
上
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
企
画
調
整
課
（
〒
５
３
０

０
０
４
２

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
橋
１

８


75
）
☎
０
６

６
８
８
１

３
４
０
１

パhttp://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
kinki/令

和
３
年
度
採
用
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）
募
集

▼
試
験
日 

４
月
17
日
（
土
）
～
21
日
（
水
）

の
間
の
１
日 

▼
受
験
資
格 

①
一
般
…
日

本
国
籍
を
有
し
令
和
３
年
７
月
１
日
時

点
、
18
歳
以
上
34
歳
未
満 

②
技
能
…
日
本

国
籍
を
有
し
令
和
３
年
７
月
１
日
時
点
、

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
者
で
国
家
免
許
資

格
等
（
衛
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理
・

通
信
・
電
気
・
建
設
）
を
有
す
る
者 

所
申

問 

４
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
自
衛
隊

山
口
募
集
案
内
所
（
中
央
四
丁
目
４

12
）

☎
０
８
３

９
２
５

８
２
３
１

「
メ
グ
リ
バ
」

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
会
員
募
集

　

４
月
１
日
（
木
）
供
用
開
始
の
、
個

人
・
事
業
者
が
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
で

き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環

境
、
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
、
複
合
機
、
ロ
ッ

カ
ー
等
を
整
備
し
て
お
り
、
住
所
利
用
、

法
人
登
記
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
専
任
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
を
支
援
し
ま
す
。
所
申

問 

以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
（
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
）
よ
り
、
メ
グ
リ
バ
（
小
郡
下

郷
１
２
５
８

２ 

Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
１
階
）

担
当
・
小
巻
ケ
０
９
０


９
８
３
９

２
９
２
１

事
業
者
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
事
業
者
が
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

へ
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
に
は
、
許
可
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
資
源
物
を
持
ち
込
む

場
合
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
ご
み
を
排
出
す
る
事
業
者
ご
と

に
許
可
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和
３

年
度
の
申
請
受
付
は
１
月
22
日
（
金
）
か

ら
開
始
し
ま
す
。
申
問 

環
境
施
設
課
☎

０
８
３

９
４
１

２
１
８
８

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　
就
労
経
験
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、
仕

事
探
し
の
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

す
。
職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。

▼
日
時 

１
月
28
日
（
木
）、２
月
12
日
（
金
）

の
10
時
、
10
時
30
分
、
11
時
、
11
時
30
分

（
要
予
約
）
▼
場
所 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口

（
神
田
町
１

75
）
▼
対
象 

49
歳
ま
で
の

就
活
中
の
方 

申
問 

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
８
３
５

２
８


３
８
０
８

ふ
る
さ
と
山
口
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時 

２
月
19
日
（
金
）
12
時
～
16
時 

▼
場
所 

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡
黄

金
町
１

１
） 

▼
内
容 

県
内
企
業
（
40
社

程
度
）
担
当
者
に
よ
る
個
別
ブ
ー
ス
で
の

業
界
・
企
業
説
明
お
よ
び
質
疑
応
答 

▼
対

象 

令
和
４
年
３
月
以
降
に
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生

（
大
学
の
場
合
１
～
３
年
生
）
申
問 

山
口

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
７
６


１
１
４
５

ふ
る
さ
と
山
口

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

▼
日
時 

２
月
５
日
（
金
）
10
時
～
12
時
30

分
、
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

山
口
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡
黄
金
町
１

１
）

▼
内
容 

参
加
企
業
（
午
前
、
午
後
各
45
社

程
度
）
の
採
用
担
当
者
と
の
面
談
（
選
考

の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
対
象 

令
和

３
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等

の
卒
業
予
定
者
（
大
学
の
場
合
４
年
生
が

対
象
）、
求
職
中
の
一
般
の
方
お
よ
び
そ

の
保
護
者 

問 

山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３

９
７
６

１
１
４
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
会

▼
日
時 

２
月
９
日
（
火
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、３
月
９
日（
火
）13
時
30
分
～

15
時
30
分 

▼
場
所 

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承

総
合
セ
ン
タ
ー
（
下
竪
小
路
12
）、
小
郡

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象 

市
内
在
住

の
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ

る
方 

▼
持
参
品 

年
度
会
費
、
印
鑑
、
山

口
銀
行
口
座
番
号 

問 

山
口
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
２
４


５
３
９
６

職
業
訓
練
受
講
生
の
募
集

【
パ
ソ
コ
ン
も
学
べ
る
介
護
職
員
初
任
者
研

修
科
】
▼
訓
練
期
間 

２
月
15
日
（
月
）
～

５
月
14
日
（
金
）
▼
募
集
期
間 

１
月
20
日

（
水
）ま
で 

▼
場
所 

日
建
学
院
山
口
校（
小

郡
給
領
町
２

19
）【
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
実
践

科
】
▼
訓
練
期
間 

３
月
10
日
（
水
）
～
６

月
９
日（
水
）▼
募
集
期
間 

２
月
12
日（
金
）

ま
で 

▼
場
所 

パ
ソ
コ
ン
教
室
Ａ
Ｏ
Ｉ
山

口
校
（
神
田
町
５

11
）
◆
い
ず
れ
も 

▼

対
象 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
込（
登
録
）

を
行
い
、
訓
練
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た

方 

▼
料
金 

無
料
（
教
科
書
代
、
各
種
検

定
費
用
は
自
己
負
担
）
申
問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
山
口
☎
０
８
３

９
２
２

０
０
４
３

（
部
門
コ
ー
ド
43
＃
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

受
講
生
募
集

　
職
業
訓
練
の
受
講
に
よ
り
再
就
職
に
有
利

な
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。
▼
募
集

科 

電
気
設
備
技
術
科 

▼
受
講
期
間 

４
月
２

日
（
金
）
～
９
月
30
日
（
木
）
▼
対
象 

公

共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
が
得
ら
れ

る
方
、
ま
た
は
一
般
求
職
者 

▼
入
所
選
考

日 

３
月
６
日
（
土
）
▼
料
金 

無
料
（
教
科

書
、
作
業
帽
等
は
個
人
負
担
）
所
申
問 

１

月
18
日
（
月
）
～
２
月
23
日(

火
・
祝
）

に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
☎
０
８
３


９
２
２

２
１
４
３

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

【『
お
っ
さ
ん
ず
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
上
映

会
】
▼
日
時 

１
月
23
日
（
土
）
13
時
30

分
～
15
時
30
分 

▼
内
容 

愛
知
県
大
府
市

で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
心
豊
か
に
暮
ら
す

お
っ
さ
ん
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画 
▼
定
員 

30
人 

【
シ
リ
ー
ズ
“
女
性
の

貧
困
を
考
え
る
”
「
本
音
は
正
規
、
現
実

パ
ー
ト
…
こ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？
」】
▼
日

時 

２
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

30
分 

▼
内
容 

非
正
規
雇
用
の
大
半
は
女

性
、
家
事
育
児
を
主
に
担
う
の
も
女
性
。

な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
を
考
え
ま
す
。
▼
講
師 

田
中
裕
美
子

氏
（
下
関
市
立
大
学
経
済
学
部
教
授
）
▼

定
員 

20
人 

◆
い
ず
れ
も 

▼
託
児 

３
日
前

ま
で
に
要
予
約
（
６
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
５
人
ま
で
）
所
申
問 

電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５

１
）

☎
フ
０
８
３

９
３
４

２
８
４
１
メ

m
w

3kaku

＠c-able.ne.jp

れ
き
み
ん
ミ
ニ
講
座

▼
日
時 

２
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15

時 

▼
内
容 

近
代
の
和
楽
・
洋
楽
の
変
遷 

▼
対
象 

中
学
生
以
上
先
着
20
人 

▼
料
金 

１
１
０
円 

所
申
問 

開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
フ
０
８
３

９
２
４

７
０
０
１

タ
ブ
レ
ッ
ト
で

動
画
や
音
楽
を
楽
し
も
う

▼
日
時 

２
月
19
日
（
金
）
15
時
～
16
時
30

分 

▼
内
容 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の

動
画
、
音
楽
体
験 

▼
定
員 

先
着
20
人 

▼

そ
の
他 

教
室
で
使
用
す
る
機
器
等
は
主

催
者
で
準
備
し
ま
す
。
所
申
問 

１
月
15

産
業

講
座 要約筆記とは？

聞こえない人・聞こえにくい人のコミュニケーション方法
「要約筆記」をご存じですか？

　聴覚障がい者が利用しているコミュニケーション方法の
ひとつとして「要約筆記」があります。要約筆記とは、話
し手の話の内容をつかんで、その言葉を手書きやパソコン
入力で、文字にして聞こえない人に伝える手段です。利用
者の多くは、病気や事故等で聞こえなくなった方や、補聴
器を使用する難聴の方です。本市では、こうした方々へ聞
こえの保障をするため、要約筆記者を派遣
する事業を行っています。個人での利用は
もちろんですが、講演会等を開かれるとき
に、要約筆記が必要な参加者がいる場合で
もお申し込みいただけます。

　「要約筆記者」になるには、県の養成講座 ( 受講料無
料 ) を受講後、認定試験を受け、合格することが必要です。
興味のある方は、しらさぎ会館へお問い合わせください。

◆「要約筆記者」の登録も受け付けています。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問

申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問

問問

問問
申申

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申

申申
所所

問問
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日
（
金
）
８
時
30
分
か
ら
、
山
口
南
総
合

セ
ン
タ
ー
（
名
田
島
１
２
１
８

１
）
☎

０
８
３

９
７
２

８
３
３
３

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

パ
ソ
コ
ン
教
室

【
町
内
会
・
自
治
会
の
会
計

報
告
書
の
作
成
講
座
】
日
々

の
お
金
の
出
入
り
を
効
率

的
に
管
理
し
、
間
違
い
の

な
い
会
計
報
告
書
の
作
り

方
を
勉
強
し
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
１
日

（
月
）、
８
日
（
月
）
13
時
～
15
時 
▼
定

員 

先
着
20
人 

▼
料
金 

２
４
０
０
円 

▼
持

参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
別
途
２
０
０
円
で
貸
し

出
し
可
）【
ス
マ
ホ
の
簡
単
操
作
と
便
利
な

機
能
の
使
い
方
】
ス
マ
ホ
初
心
者
の
方
を

対
象
に
、
簡
単
操
作
と
便
利
な
機
能
の
使

い
方
を
体
験
し
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
３
日

（
水
）
13
時
～
15
時 

▼
定
員 

先
着
20
人 

▼

料
金 

１
３
０
０
円
【
個
人
講
習
】
30
分
単

位
最
大
２
時
間
ま
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
▼
日

時 

第
１
、３
木
曜 

▼
料
金 

30
分
５
５
０
円 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
別
途
２
０
０
円
で

貸
し
出
し
可
）
所
申
問 

山
口
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
上
竪
小
路
89

１
）
☎

０
８
３

９
２
４

５
３
９
６

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
春
の
花
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
も
う
】
▼
日

時 

３
月
19
日
（
金
）
10
時
～
12
時 

▼
対

象 

一
般
20
人 

▼
講
師 

桝
永
一
郎
氏
（
ひ

と
は
な
店
主
） 

▼
料
金 

３
１
０
０
円 

▼
託

児 

生
後
６
カ
月
以
上
１
人
３
０
０
円
【
英

会
話
入
門
コ
ー
ス
】
▼
日
時 

４
月
～
令
和

４
年
３
月（
毎
週
火
曜
）18
時
30
分
～
19
時

30
分 

▼
対
象 

一
般
20
人 

▼
料
金 

４
月
～

６
月
（
９
２
４
０
円
）、
７
月
～
９
月

（
１
万
10
円
）、
10
月
～
12
月
（
８
４
７
０

円
）、
１
月
～
３
月
（
９
２
４
０
円
）【
自

彊
術
】▼
日
時 

４
月
～
令
和
４
年
３
月（
毎

週
火
曜
）
18
時
15
分
～
19
時
15
分 

▼
対

象 

一
般
20
人 

▼
講
師 

藤
井
み
さ
を
氏 

▼

料
金 

４
月
～
６
月
（
９
２
４
０
円
）、
７

月
～
９
月
（
１
万
10
円
）、
10
月
～
12
月

（
８
４
７
０
円
）、１
月
～
３
月
（
９
２
４
０

円
）所
申
問 

開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

来
所
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
の
有
無
、
託
児
の
有
無

（「
春
の
花
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
も
う
」
の

み
）、
講
座
名
を
明
記
の
上
、
働
く
婦
人

の
家
（
〒
７
５
３

０
０
５
６
湯
田
温
泉

五
丁
目
１

１
）
☎
０
８
３

９
２
１


１
９
２
９

や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞

ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
展

▼
日
時 

１
月
30
日（
土
）～
２
月
７
日（
日
）

９
時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
） 

▼

内
容 

第
11
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
大
賞
の
最
終
選
考
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示 

【
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
】
▼
日
時 

２
月
６
日
（
土
）

10
時
30
分
～
12
時 

▼
内
容 

第
10
回
や
ま

ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
受
賞
者
の

鈴
木
啓
二
朗
氏
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
観

点
の
遊
び
と
学
び
《
名
も
な
き
日
々
の
試

み
…
》 

▼
対
象 

５
歳
以
上
の
親
子
や
一
般

先
着
15
人 

◆
い
ず
れ
も 

▼
場
所 

ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
（
中
河

原
町
５

12
） 

申
問 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

申
し
込
み
は
、
１
月
15
日
（
金
）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、
文
化
交
流
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
１
７
フ
０
８
３


９
３
４

２
６
７
０

萩
往
還
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク

▼
日
時 

健
脚
コ
ー
ス
…
２
月
28
日
（
日
）

８
時
～
17
時
、
一
般
コ
ー
ス
…
同
10
時
～

16
時 

▼
集
合
場
所　
山
口
総
合
支
所 

▼

内
容 

健
脚
コ
ー
ス
…
明
木
→
山
口
総
合
支

所
（
約

‌

26
㎞
）、
一
般
コ
ー
ス
…
明
木
→

佐
々
並
（
約
９
㎞
）
▼
対
象 

小
学
５
年

生
以
上
の
市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）
▼
定
員 

各
コ
ー
ス
抽
選

60
人 

▼
料
金 

１
０
０
０
円
（
弁
当
・
お

茶
代
、
傷
害
保
険
料
含
む
）
申
問 

１
月

29
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
来
所
、
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
９
１
２
、
メsports@

city.yam
aguchi.lg.jp

※
「
萩
往
還
チ
ャ
レ
ン
ジ

ウ
オ
ー
ク
遵
守
事
項
」
に

記
載
し
て
い
る
全
て
の
項

目
を
了
承
し
、
２
月
上
旬
に
郵
送
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
含

む
書
類
を
必
ず
確
認
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
遵
守
事
項・申
込
用
紙
は
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
課
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
取
得
可
能
で
す
。

鎌
倉
彫
作
家

「
高
木
洋
之
助
」
作
品
展

　
季
節
の
草
花
を
素
朴
で
美
し
く
、
迫
力

の
あ
る
鎌
倉
彫
で
表
現
し
た
彫
刻
家
「
高

木
洋
之
助
」。
小
郡
文
化
資
料
館
が
所
蔵

す
る
彼
の
魂
の
こ
も
っ
た
作
品
全
21
点

を
、
初
め
て
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。
▼
期

間 

２
月
14
日（
日
）ま
で
９
時
～
17
時（
入

館
16
時
30
分
ま
で
）
所
問 

小
郡
文
化
資
料

館
☎
０
８
３

９
７
３

７
０
７
１

人
間
魚
雷
「
回
天
」
の
真
実

「
彼
ら
は
な
ぜ
死
な
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
小
郡
地
区

人
権
標
語
表
彰
、
小
郡
小

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま

す
。
▼
日
時 

２
月
27
日
（
土
）
13
時
～
15

時 

▼
場
所 

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小

郡
下
郷
１
４
４
０

１
）
▼
定
員 

先
着

１
０
０
人 

▼
講
師 

三
崎
英
和
氏
（
周
南

市
地
域
振
興
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
回
天
記

念
館
担
当
）
▼
そ
の
他 

手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
が
必
要
な
方
は
、
２
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
要
申
し
込
み 

申
問 

２
月
19
日

（
金
）
ま
で
に
、
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３

９
７
３

０
６
３
８

「
富
壽
神
寶
」
銭
づ
く
り
体
験

　
平
安
時
代
に
周
防
鋳
銭
司
で
作
ら
れ
て
い

た
貨
幣
「
富
壽
神
寶
」
の
レ
プ
リ
カ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
で
き
あ
が
っ
た
レ
プ
リ
カ

１
枚
は
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
▼

日
時 

１
月
16
日
（
土
）
～
３
月
31
日
（
水
）

10
時
～
15
時 

▼
対
象 

問
わ
ず
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
料
金 

90
円
（
別
途

要
入
館
料
）
▼
そ
の
他 

希
望
者
は
入
館
時

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
人
数
の
都
合
に
よ

り
、
別
グ
ル
ー
プ
の
方
と
共
同
で
製
作
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
申
問 

鋳

銭
司
郷
土
館
（
鋳
銭
司
１
１
４
２
２
）
☎
フ

０
８
３

９
８
６

２
３
６
８

歴
史
民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

【
れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
】
毎
月
第
３

日
曜
は
、
子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
や
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
お
正
月
あ
そ
び
」
で

す
。
▼
日
時 

１
月
17
日
（
日
）
10
時
～
16

時 

【
冬
季
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
▼

日
時 

１
月
17
日
、
２
月
21
日
、
３
月
21
日

の
い
ず
れ
も
日
曜
13
時
30
分
～
14
時 

▼
内

容 

企
画
展
「
山
口
で
奏
で
た
音
楽
～
近
代

の
和
楽
と
洋
楽
の
広
が
り
」
の
展
示
解
説

を
、
担
当
学
芸
員
が
行
い
ま
す
。
▼
料
金 

１
１
０
円 

所
問 

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
フ

０
８
３

９
２
４

７
０
０
１

大
原
湖
イ
ベ
ン
ト

【
餅
つ
き
体
験
】
杵
と
臼
を
使
っ
た
本
格
的

な
餅
つ
き
が
楽
し
め
ま
す
。
▼
日
時 

２
月

21
日
（
日
）
10
時
、
13
時 

▼
定
員 

各
回
先

着
５
組
20
人 
▼
料
金 

１
組
１
５
０
０
円 

▼

持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

軍
手
、
持
ち
帰
り
容
器
な
ど 

所
申
問 

開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

大
原
湖
☎
フ
０
８
３
５

５
８

０
２
０
０

椎
茸
原
木
の
菌
打
ち
体
験

▼
日
時 

２
月
19
日
（
金
）
午
前
の
部
10

時
～
12
時
、
午
後
の
部
13
時
30
分
～
15
時

30
分 

▼
内
容 

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
と

菌
打
ち
作
業
体
験 

▼
定
員 

各
部
抽
選
15

人 

▼
料
金 

５
０
０
円
（
椎
茸
原
木
代
含

む
）
所
申
問 

１
月
31
日
（
日
・
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
時
間
を
明
記

の
上
、山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒

７
５
３

０
２
１
１
大
内
長
野
１
９
７
８
）

☎
０
８
３

９
２
７

２
０
３
９

ま
ち
の
音
楽
室
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

【
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
夕
べ
】
▼
日
時 

２
月
13

日
（
土
）
19
時
～
21
時
10
分 

▼
場
所 

山

口
市
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２

７
）
▼

内
容 

Ｃ
Ｄ
音
源
を
使
用
し
、
世
界
最
高
の

名
演
奏
に
触
れ
る
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
生
誕
２
５
０
年
を

迎
え
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
楽
曲
を
楽
し
み

ま
す
。
問 

や
ま
ぐ
ち
街
な
か
大
学
事
務
局

ケ
０
８
０

５
２
３
８

３
３
９
８

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
日
時 

２
月
21
日
（
日
）
９
時
開
会 

▼

イ
ベ
ン
ト

フェアウェル

山口情報芸術センタースタジオC（2F）
一般1,300円／ any会員・25歳以下・65歳
以上・障がい者および同行の介助者800円

山口情報芸術センター［YCAM］（中園町 7-7）
☎ 083-901-2222 　 https://www.ycam.jp/

場所場所
料金料金

“2019 年に注目す
べき監督 10 人 ” に
選ばれた女性監督
ルル・ワンが、自
身の家族に起きた
実話を映画化。ア
メリカで暮らすビ
リーと家族は、ガ
ンで余命 3 カ月と宣告された祖母に最後に会うた
めに中国へ帰郷する。家族は、病のことを本人に
悟られないように嘘をつくが…。家族の在り方と
それぞれの生き方をリアルに、そして繊細に描い
た秀作。（1999 年／ 100 分／監督：ルル・ワン）

上映日時

1
月

16（土）16:20 ／ 20（水）15:15 ／ 21（木）
13:00 ／ 22（金）10:30 ／ 23（土）15:20 ／
27（水）13:00 ／ 28（木）15:30 ／ 29（金）
13:00 ／ 31（日）13:00

リサイクルプラザ
2月のアイデア講座

         やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）☎ 083-927-7122問問
持参品等詳細は、☎または　  【山口市リサイクルプラザ】で検索

●時間　10 時 〜 12 時　 ●料金　無料（材料費実費）
講 座 名 期　日

モチーフ編みをしましょう 3（水）、17（水）
さき織り※ 1 4（木）、18（木）、25（木）
残り毛糸の手あみ※ 2 5（金）、19（金）
卓上手織りをたのしむ ※ 2 ※ 3 11（木・祝）、25（木）
布で作る入園・入学グッズ 13（土）
モラ「雪の結晶」 16（火）
布の花 16（火）
和服に親しむ 17（水）
布ぞうり ※４ 20（土）

　　※1　受講期間は 1 年です。2 月は新規受付不可
　※2　新規受講はできません。　
　※3　13 時 〜 15 時
　※4　2 月 2 日（火）より電話で受付け 8 人

【おもちゃの病院受付】2 月 14 日（日）10 時 ～ 11 時 30 分
　　　　　2 月はフリーマーケットはお休みです。

© 2019 BIG BEACH, LLC. ALL RIGHTS RESERVED.

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
所所

問問
申申

問問
申申
所所

問問
所所

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

場
所 

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名
田

島
１
２
１
８

１
）
▼
種
別 

①
男
子
の

部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合
の
部
、
④
山

口
２
部
（
初
級
者
）
▼
料
金 

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円 
申
問 

２
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局
（
〒
７
５
３


０
０
１
５
平
野
二
丁
目
９

６
藤
村
様
方
）

☎
フ
０
８
３

９
３
２

７
５
５
０

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

　
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
に
お
す

す
め
の
講
座
で
す
。▼
日
時 

２
月
９
日（
火
）

10
時
～
11
時
30
分 

▼
内
容 

離
乳
食
の
基
本

に
関
す
る
講
話
と
、
成
長
に
合
わ
せ
た
食

材
ご
と
の
調
理
の
仕
方
な
ど
、
簡
単
な
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象 

生
後
４
～

６
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
20
人 

※
第
一
子

を
子
育
て
中
の
方
を
優
先 

▼
持
参
品 

エ
プ

ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼
託

児 

要
申
し
込
み 

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受

講
不
可 

所
申
問 

１
月
15
日
（
金
）
か
ら
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座

▼
日
時 

３
月
４
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
内
容 

メ
ニ
ュ
ー
の
マ

ン
ネ
リ
化
を
解
決
。
す
ぐ
に

役
立
つ
離
乳
食
づ
く
り
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
。
▼
対
象 

生
後
９
～
11
カ
月
児
の
保

護
者
先
着
20
人 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、筆
記
用
具 

▼
託
児 

無
料（
要

申
し
込
み
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講

不
可 

所
申
問 

１
月
13
日
（
水
）
か
ら
、
小

郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

【
パ
パ
と
楽
し
む
ひ
な
祭
り
】
▼
日
時 

３
月

７
日（
日
）10
時
～
12
時（
９
時
45
分
集
合
）

▼
場
所 

大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

大
殿
地
域
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
大
殿
ひ

な
さ
ん
ぽ
」
で
、
色
々
な
お
雛
さ
ま
を
見

な
が
ら
、
親
子
で
ミ
ニ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
雛
さ
ま
飾
り
の

体
験
も
で
き
ま
す
。
▼
対
象 

子
育
て
中
の

父
親
と
子
ど
も
（
乳
幼
児
～
小
学
校
３
年

生
ま
で
）
※
家
族
、
ひ
と
り
親
家
庭
参
加

可 

▼
定
員 
先
着
10
組 

▼
料
金 

お
子
さ
ん

１
人
に
つ
き
１
０
０
円 

▼
持
参
品 

お
茶
、

雨
天
の
場
合
の
雨
具
（
か
っ
ぱ
）
申
問 

１

月
18
日
（
月
）
～
２
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
、

大
殿
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
キ
ラ
♢
き
ら
」（
野

田
17
）
☎
０
８
３

９
３
２

６
７
７
８

（
月
・
火
・
木
曜
10
時
～
15
時
30
分
）

高
齢
の
方
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

し
た
場
合
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
左
記

の
対
象
者
の
う
ち
、
希
望
す
る
方
に
検
査

を
行
い
ま
す
。
▼
日
時 

毎
週
金
曜
９
時
～

12
時 

▼
対
象 

65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和

31
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）
ま
た

は
65
歳
未
満
の
基
礎
疾
患
（
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
、慢
性
腎
臓
病
、糖
尿
病
、高
血
圧
、

心
血
管
疾
患
）
が
あ
る
市
民
で
、
発
熱
等

の
症
状
が
な
い
方 

▼
料
金 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

７
０
０
０
円
、
抗
原
定
量
検
査
３
０
０
０

円 

申
問 

県
予
防
保
健
協
会
☎
０
８
３


９
３
３

０
０
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

「
４
」）
※
予
約
時
は
必
ず
「
山
口
市
の
検

査
希
望
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
検
査
場

所
は
予
約
時
に
説
明
し
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
？
】（
山
口
会
場
）
▼
日
時 

２
月
３
日

（
水
）
９
時
～
11
時
、
13
時
～
15
時 

▼
内

容 

血
管
年
齢
測
定
、
体
組
成
測
定
、
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
と
の
健
康
相
談
、
各

種
展
示
（
高
血
圧
・
こ
こ
ろ
に
つ
い
て
） 

▼
対
象 

市
民
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方 

▼
持
参
品 

各
種
健
康
診
査
結
果

（
お
持
ち
の
方
）
※
体
組
成
測
定
を
ご
希

望
の
方
は
、
裸
足
に
な
れ
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
所
問 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
増
進
課
）【
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て

い
ま
す
か
？
～
運
動
を
生
活
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
～
】（
小
郡
会
場
）
▼
日
時 

２
月

19
日
（
金
）
９
時
～
11
時 

▼
内
容 

健
康

運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
相
談
、
血
管
年

齢
測
定
、
体
組
成
測
定
、
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
と
の
健
康
相
談
、
各
種
展
示
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方 

▼
持
参
品 
各
種
健
康
診
査
結
果
、

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
※
体
組
成
測

定
を
ご
希
望
の
方
は
、
裸
足
に
な
れ
る
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
所
問 

小
郡
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

動
脈
硬
化
予
防
教
室

▼
日
時
（
全
２
回
）
①
２

月
４
日
（
木
）
14
時
～
16

時
、
②
２
月
15
日
（
月
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
内
容 

①
講
話
「
高
脂
血
症
の
予
防
で
得

ら
れ
る
も
の
」…
講
師 

鈴
木
千
衣
子
氏（
阿

知
須
共
立
病
院
内
科
医
師
）、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
（
血
管
年
齢
測
定
、
血
圧
測
定
）
②
講

話
「
毎
日
の
食
事
で
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
」

…
講
師 

市
管
理
栄
養
士
（
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
小
郡
支
部
協
力
）、
講
話
「
運

動
で
血
液
サ
ラ
サ
ラ
を
目
指
そ
う
」
と
運

動
実
技
…
講
師 

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
）
▼
対
象 

市
民
20
人
程
度 

▼

持
参
品
等 

筆
記
用
具
、
②
は
、
タ
オ
ル
、

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
室
内
用
運
動
靴 

所
申
問 

１
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
で
、
小
郡
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
所
在
・
連

絡
先
は
下
記
参
照

健
康

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地総合支所
　総合サービス課健康づくり担当
　徳地堀 1744
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
所
在
・
連
絡

先
は
下
記
参
照

各施設の指定管理者を下表のとおり指定しました。選定
結果等はウェブサイトに掲載しています。詳細は、各施
設の担当課にお問い合わせください。
■ 指定期間　
①令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日（3 年間）
②令和 3 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日（5 年間）

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2873
やまぐちリフレッシュパーク 株式会社多々良造園 ②
文化交流課 ☎ 083-934-4155

十朋亭維新館
特定非営利活動法人
大路小路まち・ひと
づくりネットワーク

①

協働推進課 ☎ 083-934-2983
山口市宮野地域交流ステー
ション 宮野自治連合会 ②

ふるさと産業振興課 ☎ 083-934-2809

山口市働く婦人の家 一般財団法人山口県
婦人教育文化会館 ②

高齢福祉課 ☎ 083-934-2793

山口市老人福祉館 社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

山口市小鯖高齢者生きがい
センター

小鯖地区社会福祉協
議会 ②

山口市大内高齢者生きがい
センター

大内地区社会福祉協
議会 ②

山口市宮野高齢者生きがい
センター

宮野地区高齢者生き
がいセンター運営委
員会

②

山口市吉敷高齢者生きがい
センター

吉敷地区社会福祉協
議会 ②

山口市平川高齢者生きがい
センター

平川高齢者生きがい
センター運営委員会 ②

山口市陶高齢者生きがいセ
ンター

陶いきがいセンター
運営委員会 ②

山口市鋳銭司高齢者生きが
いセンター

鋳銭司地区社会福祉
協議会 ②

山口市名田島高齢者生きが
いセンター

名田島地区社会福祉
協議会 ②

山口市秋穂二島高齢者生き
がいセンター

秋穂二島地区社会福
祉協議会 ②

山口市嘉川高齢者生きがい
センター

嘉川高齢者生きがい
センター運営委員会 ②

山口市佐山高齢者生きがい
センター

佐山地区社会福祉協
議会 ②

山口市小郡高齢者生きがい
センター

小郡高齢者生きがい
センター運営委員会 ②

山口市小郡高齢者生きがい
センターさるびあ館

社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

山口市串地区老人作業所 串地区老人作業所「ゆ
め工房」運営委員会 ②

令和 3 年 4 月からの 
各施設の指定管理者

総務課 ☎ 083-934-2909問

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

社会教育課 ☎ 083-934-2865
山口南総合センター 株式会社三宅商事 ②
山口ふれあい館 株式会社さんびる ②
阿知須総合支所地域振興課 ☎ 0836-65-4112

道の駅「きらら あじす」 阿知須まち開発株式
会社 ②

阿東総合支所農林課 ☎ 083-956-0984
阿東ふるさと交流促進セン
ター ＮＰＯあとう ②

こども未来課 ☎ 083-934-2797

山口市山口児童館 社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
やまびこ学級 山彦学級運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
すずみ学級 すずみ学級運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
すずみ第２学級 すずみ学級運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
うえき学級

大内地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
みなみ学級

大内地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
しょうだ学級

しょうだ学級運営委
員会 ②

山口市放課後児童クラブ
ひめやま学級

ひめやま学級運営協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
さわやか学級

大歳地区放課後児童
クラブ運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
もみじ学級

吉敷地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
もみじ第２学級

吉敷地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
なかよし学級

白石地区放課後児童
クラブ運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
わくわく学級

鋳銭司留守家庭児童
学級運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
くすのき学級

仁保地区放課後児童
クラブ運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
たんぽぽ学級

二島留守家庭児童学
級運営委員会 ②

山口市放課後児童クラブ
はちのこ第２学級

社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

問問
申申問問

申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
所所

問問
申申
所所

問問
所所
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問ｋ問ｋ

イベントカレンダー1
月

開催中のイベント

山口ヒストリア講演会
応仁の乱と山口－雪舟が生きた
時代－

企画展「山口で奏でた音楽
～近代の和楽と洋楽の広がり～」

    歴史民俗資料館
　 ☎ 083-924-7001
問問所所

2/1（月）まで
企画展「おもてなし～萬代家の
お茶道具～」（前期）

4/11（日）まで
企画展Ⅱ

「中也の住んだ町－鎌倉」

1/24（日）
大原湖イベント
落ち葉で作るやきいも体験

レンガ釜を使って、落ち葉でや
きいも体験。
※雨天中止、定員や料金などの
詳細はお問い合わせください。

　ふれあいパーク大原湖
（徳地野谷 605）
☎ 0835-58-0200

1/5（火）～ 3/21（日）

幕末から昭和までの楽器や音
楽機器、文書等を展示し、日
本の近代に和楽と洋楽が国民
の間にどのように広がり、山
口市にどのように及んだかを
紹介します。

1/4（月）～ 2/8（月）
2021 年を漢字一字で表す
書道展

2021 年の抱負など、新年を漢
字一字で表現した書を市内の小
学 5・6 年生から募集しました。
そのうちの入選作品 100 点を展
示します。

山口市菜香亭
（天花一丁目 2-7）
☎ 083-934-3312

問問所所

1/16（土）
午後のクラッシック
フェリーチェ フェリーチェ

親しみのある曲から本格的な
曲まで、クラッシック音楽に
親しむピアノソロコンサート
です。

　Ｃ・Ｓ赤れんが
（中河原町 5-12）
☎ 083-928-6666

申申所所 問問

申申所所 問問

2/6（土）

文化交流課（分室）
☎ 083-973-2438

問問申申
山口県教育会館ホール所所

ベストセラー「応仁の乱　戦国
時代を生んだ大乱」の著者、呉
座勇一氏の講演会を開催します。

十朋亭維新館
☎ 083-902-1688

問問所所

中原中也記念館
☎ 083-932-6430

問問所所

2/13（土）
山口時代の西田幾多郎の原文を
読む・考える

山口大学の佐野之人教授をゲス
トに迎え開催する、日本を代表
する哲学者、西田幾多郎をテー
マにしたトークイベントです。

山口情報芸術センター
［ＹＣＡＭ］
☎ 083-901-2222

問問所所

2/20（土）
京都学派と現代

哲学者のグループ「京都学派」
をテーマにしたトークイベント
です。このイベントでは「京都
学派四天王」と称されたひとり
高山岩男が著した『世界史の哲
学』の評価をめぐってグループ
内で引き起こされた議論に注目
します。日本大学の菅原潤教授
をゲストに迎え行います。

申申 窓口または YCAM ウェブサ
イト

山口情報芸術センター
［ＹＣＡＭ］
☎ 083-901-2222

問問所所

申申 窓口または YCAM ウェブサ
イト

「鎌倉」という視点から
中也の多面的な魅力に
迫ります。

「
祝
　
地
理
的
表
示
（
G
I
）
登
録
！

～
徳
地
や
ま
の
い
も
～
」　

　　
地
域
に
は
、
長
年
培
わ
れ
た
特
別
な
生

産
方
法
や
、
気
候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
の

生
産
地
の
特
性
に
よ
り
、
高
い
品
質
や
社

会
的
評
価
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
産
品
の

う
ち
、
そ
の
確
立
し
た
特
性
が
産
地
と
結

び
付
い
て
い
る
産
品
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
「
神
戸
ビ
ー
フ
」
や
「
夕

張
メ
ロ
ン
」
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
名
称

の
表
示
の
こ
と
を
「
地
理
的
表
示
」
と
い

い
、
そ
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し
て
保
護

す
る
制
度
と
し
て
「
地
理
的
表
示
保
護
制

度
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
こ
の
地
理
的
表
示
保

護
制
度
に
「
徳
地
や
ま
の
い
も
」
が
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
生
産
者
組
合
の
代

表
と
県
農
協
の
皆
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪

問
さ
れ
た
際
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
登
録
は
国
内
１
０
０
例

目
で
、
県
内
で
は
「
下
関
ふ
く
」「
美
東

ご
ぼ
う
」
に
続
く
３
例
目
で
す
。「
徳
地

や
ま
の
い
も
」
の
特
徴
は
す
り
お
ろ
し

た
際
の
強
い
粘
り
気
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞

味
あ
れ
。

表
紙
の
写
真

３月ごろまで「徳地特産品販売
所　南大門」（現在は徳地山村
開発センターで仮設営業中）等
で販売しています。

広報広聴課
☎ 083-934-2753
問

日時　土・日・祝日
　11 時～ 14 時（年末年始休み）
場所　萩市立弥富小学校休校校舎
（大字弥富下 4083-1）

龍の里やどみ企業組合
　　090-3374-1393

ガラポン抽選会などの日替わり企
画も予定しています。
日時　1 月 9 日（土）～ 11 日（月・

祝）9 時 30 分～ 18 時
場所　おのだサンパーク（中川六

丁目 4-1）
山陽小野田市名産品推進協議

会☎ 0836-82-1313

日時　1 月 23 日（土）15 時から
場所　渡辺翁記念会館（朝日町

8-1）
料金　一般 3,500 円、財団友の

会会員 3,000 円、大学生以下
2,000 円
宇部市文化創造財団

　☎ 0836-35-3355

日時　4 月 4 日（日）まで
　9 時～ 17 時（月曜休館）
料金　一般 600 円、中高生 400

円、小学生 250 円
  森鴎外記念館（町田イ 238）
　☎ 0856-72-3210

横山令奈 Lena Yokoyama
ヴァイオリン・リサイタル

日時　2 月 14 日（日）
　10 時～ 15 時（雨天決行）
場所　秋芳洞および秋芳洞ふれあ

い広場（秋芳町秋吉）
一般社団法人美祢市観光協会

　☎ 0837-62-0115

山口県央連携都市圏域では、多彩
なイベントを開催中。さらに多く
の情報は右の二次元コードから。

そば処「龍の里やどみ」
オープン 1 周年

2021 出張萌えサミット
in 秋芳洞

森鴎外記念館
コレクション特別展

名産品フェア

美祢美祢 萩萩 津和野津和野

山陽山陽
小野田小野田 宇部宇部

正月にちなんだ絵画や工芸品な
ど、毛利家伝来の品々を展示。
日時　1 月 24 日（日）まで
　9 時～ 17 時
料金　大人 700 円、小中学生

350 円（団体割引あり）
毛利博物館（多々良一丁目

15-1）☎ 0835-22-0001

毛利博物館企画展
「正月飾り」防府防府

問

問所問

問所問

問

冬の新型コロナ対策へのご協力をお願いします
健康増進課 ☎ ０８３- ９２１- ２６６６問

基本的な感染予防対策を徹底しよう基本的な感染予防対策を徹底しよう1
一人ひとりが、「新しい生活様式」
を実践し、３密を避け、「マスク
の着用」「手洗い」などの基本的
な感染予防対策を、引き続き緊
張感を持って継続しましょう。

感染急増地域への移動は慎重に感染急増地域への移動は慎重に2
感染急増地域への移動は慎
重に判断し、移動される際
には、移動先の地域の自治
体 の 情 報 に 留 意 し て、 万
全の感染予防対策を講じま
しょう。

換気や保湿に取り組みましょう換気や保湿に取り組みましょう3
寒い季節の中でも、感染
予防対策として換気や保
湿は大変重要です。学校
や職場、家庭においても、
継続して換気や保湿に取
り組みましょう。

●●発熱等の症状がある場合の相談先発熱等の症状がある場合の相談先
事前に、日頃受診している医事前に、日頃受診している医
療機関や、相談窓口（「山口県療機関や、相談窓口（「山口県
受診・相談センター」☎ 083-受診・相談センター」☎ 083-
902-2510（毎日24時間対応）、902-2510（毎日24時間対応）、

「山口市受診相談ダイヤル」☎「山口市受診相談ダイヤル」☎
083-921-2673（平日 8 時 30083-921-2673（平日 8 時 30
分～ 17 時 15 分）に相談しま分～ 17 時 15 分）に相談しま
しょう。しょう。

ポイントポイント

ポイントポイント

ポイントポイント
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人 の う ご き人 の う ご き

上段は令和 2 年 12 月 1 日現在
下段は令和 2 年 11 月 1 日現在との比較

情報企画課 ☎ 083-934-2748問問
※人口、世帯数は住民基本台帳をもとに推計しています。

193,969 人
+ 14 人

87,766 世帯
+ 39 世帯

92,582 人
+ 3 人

101,387 人
+ 11 人

全体 男 女 世帯

・休日当番医は変更
する場合があります。
事前に各医療機関に
ご確認ください。
・昼休み時間について
は、各医療機関にお
問い合わせください。

※徳地地域については「ふるさととくぢ」をご覧ください。

全域

２月 の休日当番医 の休日当番医

土曜当番医
●時間／ 19 時〜 22 時

内科系 外科系 阿東地域
内・内外科 小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

7
日

原田内科
胃腸科医院
（桜畠二）

083-923-2344

中村整形外科
（維新公園一）
083-933-6111

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

6
日

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

11
日

あんの
循環器内科

（吉敷中東一）
083-924-1151

たねくぼ整形外科
クリニック

（幸町）
083-934-7110

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

小泉小児科
（大市町）

083-922-0009

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

13
日

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

14
日

吉野内科
循環器科
（平井）

083-932-1222

おおうち
クリニック

（大内千坊五）
083-933-1770

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

小田皮膚科医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

秋穂クリニック
（秋穂東）

083-984-8333

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

20
日

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

21
日

安藤消化器内科
（平井）

083-933-0500

野村整形外科
（青葉台）

083-933-0011

大草医院
（阿東徳佐中）
083-956-0005

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

河端内科医院
（小郡下郷）

083-972-3820

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

みすみ
クリニック
（小郡下郷）

083-972-1003

27
日

ますだ内科
循環器科

（秋穂二島）
083-987-2002

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

23
日

のむら内科
胃腸科医院

（湯田温泉一）
083-928-7878

かく脳神経外科
クリニック

（泉町）
083-920-1001

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

たはら
クリニック
（後河原）

083-923-3415

ざいつ内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8475

利重クリニック
（江崎）

083-989-2515

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

28
日

みほり
クリニック

（大内御堀一）
083-924-8031

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

小児科
柳澤医院

（小郡御幸町）
083-973-3121

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

小林哲郎診療所
（小郡平成町）
083-973-3310

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分 

山口市医師会 

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会 

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会 

受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

 日　月　火　水　木　金　土
 ・　1　2　3　4　5　6
 7　8　9　10　11　12　13
14　15　16　17　18　19　20
 21　22　23　24　25　26　27
　28　・　 ・　・　 ・　 ・　・

休日当番医テレホンサービス
･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時など
にご利用ください。
☎ 083-923-5000

やまぐちのお医者さん navi
･･･ 市内の医療機関
を検索できます。

☎

　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日　日曜、祝日、
　　　　　　　12/29～1/3
■診療時間　 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター
■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】

■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時

【救急医療電話相談】

■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が

対応します。

市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで


